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「小さな自然再生」現地研修会（第 28 回）開催報告 
 

2025 年 10 月 21 日（火）静岡県富士宮市・芝川 
 

【主催】NPO 法人ホールアース自然学校 

「小さな自然再⽣」研究会 ／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

【協⼒】芝川で小さな自然再生を楽しむ有志の会／公益財団法人リバーフロント研究所 

座学研修 実践後の記念撮影 現地視察  アクセス道路づくり 

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 28 回） 

開催報告 

2025 年 10 月 21 日（火） 静岡県富士宮市・芝川 

はじめに 

静岡県富士宮市を流れる富士川流域芝川において、「『環境教育プログラムとしての小さ

な自然再生』を体験してみよう︕」をテーマに第 28 回「小さな自然再生」現地研修会を開

催しました。本研修会では、小さな自然再生活動を通じた水辺の生態系保全と共に、その活

動の中に⾒い出せるさまざまな環境教育プログラムを試⾏しながら、「芝川のためにできる

こと・芝川でできること」を参加者とともにアイデアを深めました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の⼀部を、当日の写真を中⼼

に皆様にご紹介するものです。 

本研修会にご参加、またご協⼒頂きましたの皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2026 年 3 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催日時︓ 2025 年 10 月 21 日（火） 10︓00〜17︓00 

 開催場所︓ 静岡県富士宮市下柚野 165 

 <座学︓ホールアース自然学校 富士⼭本校／現地︓芝川＞ 

 参加者︓ 38 名 

 主 催︓ NPO 法人ホールアース自然学校 

 共 催︓ 「小さな自然再生」研究会／日本河川・流域再生ネットワーク 

 協 ⼒︓ 芝川で小さな自然再生を楽しむ有志の会／（公財）リバーフロント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（10:00〜10:50） 座学研修 

-        開会挨拶 

-        芝川における自然体験活動の紹介と今後の展望 

    （松尾 章史︓NPO 法人ホールアース自然学校） 

-        芝川の魚類や水生昆虫のプラスティネーション標本づくり 

    （三橋 弘宗︓兵庫県⽴人と自然の博物館・ひとはく） 

 

（11:00〜16:00） 小さな自然再生と水辺の環境教育の実践 ＠芝川 

-        芝川の視察 及び 水辺へのアクセス道路づくり 

-        バーブ工で寄り洲づくり、魚の隠れ家づくり実践・解説 

-        環境教育プログラム実験 

     寄り洲があると水が綺麗になる 〜 川の砂を使ったろ過実験 〜 

     水生昆虫を餌にして、生分解資材だけでフィッシング 

  ■現地技術指導︓三橋弘宗（同上）、⽩尾 豪宏（公益財団法人リバーフロント研究所） 他 

 

（16:30〜17:00）本日のプログラムの振り返り ＠森の家 講義室 

 

（17:00）閉会  
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開会挨拶 

 

 

主催・共催者を代表して、NPO 法人ホールアース自然学校の松尾章史さん及び本研修会の講師で「小

さな自然再生」研究会の兵庫県⽴人と自然の博物館・三橋弘宗さんより、今回の研修会の趣旨説明を含

む開会のご挨拶を頂きました。 
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座学研修１（午前） 

 

 

    
芝川における自然体験活動の紹介と今後の展望 

（松尾 章史︓NPO 法人ホールアース自然学校） 
 NPO 法人ホールアース自然学校と主な取組みの紹介 

 小さな自然再生に取組む背景・理由 

 今後に⾒据える可能性 

 今日の研修会の位置づけ 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料」を参照 
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芝川の魚類や水⽣昆虫のプラスティネーション標本づくり 

（三橋 弘宗︓兵庫県⽴人と自然の博物館・ひとはく） 
  

芝川に生息する魚類や水生昆虫を地域の方々により身近に感じ学んで頂く方法の一つとして、

プラスティネーション標本づくりの方法を紹介頂き、実際に芝川に生息する魚類での標本づくり

を実演頂きました。 
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現地演習 1（昼食前） 

【芝川の視察 及び アクセス道路づくり】 

午後からの演習プログラムの前に、参加者で芝川を視察し河川環境の特徴を学ぶとともに、今後継続

的に⽔辺の活動拠点としていくため、研修参加者で川への安全なアクセスルートを開拓しました。 

小さな自然再生活動のウォーミングアップとして、また参加者との連帯感を高める手段として、道具づくり

やアクセス道路づくりなども小さな自然再生の⼤切なプロセスです。 

 

 
 

  
 研修参加者で安全装備を確認後、芝川へと移動 
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 芝川ブルー 
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芝川の河川環境や水生昆虫等について学ぶ 
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 作業に際しての危険な生き物等のガイダンスの後に、アクセスルートづくりの進め方を説明 
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水辺へのアクセス道づくり 
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アクセス道が無事完成しランチタイムへ 
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座学研修 2（昼食後） 

『環境教育プログラムとしての小さな自然再生』を体験してみよう︕ 

芝川での実践演習の前に、室内にて「バーブ工」の機能やつくり方の簡単な説明、及び朝のプラスティネ

ーション標本づくりの続きの作業を実演しました。 

 

 

  

  バーブ工の説明及びプラスティネーション標本づくりの演習（続き） 
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現地演習 2（午後） 

『環境教育プログラムとしての小さな自然再生』を体験してみよう︕ 

午後の芝川での演習では、多様な流れの場や空隙を造るバーブ工づくりや、⿂類や⽔生昆⾍の観察、

また寄り洲の機能を学ぶための川の砂を用いたろ過実験などを体験しました。 

【バーブ工づくり】 

 
バーブ工の設置位置やつくり方の現地ガイダンス 
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 川底の石（河床の礫）を集めてバーブ工を造成 
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バーブ工が完成 
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【芝川の水生昆虫や魚類の観察】 
 

 
 

  
 

 

 

水生昆虫や魚類のガイダンス 
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 【川の砂を使ったろ過実験】 
 

 
 

  
 
 

 

  

寄り洲の水質浄化機能を学ぶための川の砂を用いたろ過実験 
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ろ過実験に興味津々 
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実践終了後の記念撮影及びバーブ工 
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室内まとめ 

 
 

  
 

 

   

電子顕微鏡カメラによる水生昆虫の拡大映像観察及びプラスティネーション標本の完成 
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NPO 法人ホールアース自然学校の⼭崎宏代表より閉会挨拶 

NPO 法人ホールアース自然学校の松尾さんより本日のまとめ 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

【参考資料 1】 芝川での活動紹介および今後の展開について 講演資料（1/4） 
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【参考資料 1】 芝川での活動紹介および今後の展開について 講演資料（2/4） 
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【参考資料 1】 芝川での活動紹介および今後の展開について 講演資料（3/4） 
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【参考資料 1】 芝川での活動紹介および今後の展開について 講演資料（4/4） 
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参考資料 2－参加者募集チラシ（表面） 
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※JRRN 事務局は、公益財団法人リバーフロント研究所が公益を目的に運営を担っています。 

 

「小さな自然再⽣」現地研修会（第28 回）開催報告 
〜  2025年10月21日（火）静岡県富士宮市・芝川 〜 

2026年3月20日 
【発⾏】 

日本河川・流域再生ネットワーク（JRRN） 

〒104-0033 東京都中央区新川 1 丁目 17 番 24 号  ＮＭＦ茅場町ビル 7 階 

公益財団法人リバーフロント研究所 内 

電話:03-6228-3861  Fax: 03-3523-0640 

E-mail: info@a-rr.net 
URL: http://www.a-rr.net/jp/ 
Facebook: https://www.facebook.com/JapanRRN  

 


